
アグリ科学教室事業に要する経費

１ 趣旨

農林水産業における研究開発の内容を分かりやすい形で公開し、最先端の研究成果や

その関係情報を迅速に提供し、「見て、ふれて、納得」することにより、消費者や次代

を担う青少年の科学技術に対する関心と理解の促進等を図ることを目的として、小・中

学生を対象とした科学教室の開催等、先端農林水産研究成果を体験する事業を実施する。

２ 事業内容

（１）小・中学生を対象とした科学教室の開催

研究開発の重要性と科学技術に対する理解の促進を図るため、小・中学生を対象に、

ＤＮＡ抽出実験等、身近な素材を用いた実験を行う。

（２）一般消費者等を対象とした先端技術の実験施設を活用した体験見学の実施

作物の研究開発等を一層身近なものとして実感できるよう、新品種の展示ほ場や各

独法に設けられている先端的な実験施設を結ぶコースの体験見学、研究者による研究

活動の全体像の解説を実施する。
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事 業 内 容

・小中高生の理
科離れ

・先端研究開発
の理解促進

先端技術の体
験見学の実施

「アグリ科学教室」の開催

公開講座の開催

・次代を担う青少
年の科学技術へ
の関心向上

・先端技術開発を
身近なものとして
納得

問題点

成 果

○天敵農薬の働き

○ＤＮＡ抽出実験 等


